
　
防災総合訓練を実施

　

11
月
18
日
、
原
発
事
故
に
備
え
た

県
の
原
子
力
防
災
総
合
訓
練
が
、
敦

賀
市
と
美
浜
町
、
南
越
前
町
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
日
本

原
子
力
発
電
敦
賀
発
電
所
2
号
機
で
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
機
能
が
喪
失
、

炉
心
が
損
傷
し
、
放
射
能
が
放
出
さ

れ
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
国
や
県
、

対
象
市
町
の
防
災
関
係
者
や
住
民
な

ど
、
１
１
５
機
関
と
自
治
体
の
防
災

関
係
者
約
１
５
０
０
人
が
参
加
、
予

測
放
射
線
量
が
基
準
に
達
す
る
前
に
、

住
民
を
避
難
さ
せ
る
初
動
時
の
対
応

や
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
の
避
難
の

対
応
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

住
民
避
難
で
は
、
同
原
発
か
ら
半

径
3
キ
ロ
の
全
方
位
と
北
東
側
約
9
キ

ロ
ま
で
の
区
域
を
防
護
対
策
区
域
に
認

定
。
防
護
対
策
区
域
と
な
っ
た
大
谷
、

大
良
、
桜
団
地
の
住
民
ら
が
各
集
会
所

に
集
ま
り
、
そ
の
後
バ
ス
で
避
難
所
と

な
っ
た
河
野
小
学
校
体
育
館
に
移
動

し
、緊
急
時
の
動
き
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
は
、避
難
住
民
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
な
ど
運
営
体
制
を
確
認
。
そ

の
後
、
県
や
日
本
原
電
に
よ
る
放
射

線
の
話
や
ヨ
ウ
素
剤
に
関
す
る
講
習

会
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
住
民
ら
は

原
子
力
防
災
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　

南
越
前
町
防
災
訓
練
は
、
災
害
基

本
法
と
町
の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
大
規
模
地
震
（
震
度
５
）
の
発

生
を
想
定
し
て
行
わ
れ
、

△
組
織
の
動
員
訓
練

△ 

災
害
発
生
か
ら
の
避
難
所
の
開
設

及
び
避
難
訓
練

△ 

防
災
行
政
無
線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な

ど
を
使
っ
た
緊
急
時
通
信
連
絡
訓
練

△ 

緊
急
物
資
の
供
給
訓
練

△ 

各
集
落
に
よ
る
防
災
資
機
材
取
扱

い
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
被
災

者
や
要
援
護
者
の
搬
送
訓
練
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
取
扱
い
訓
練

な
ど
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲敦賀原子力防災センターでの災害対策本部全体会議

▲避難所へバスで到着

▲原子力防災総合訓練の避難住民受付

▲
簡
易
タ
ン
カ
に
よ
る
搬
送
訓
練

▲

災
害
時
要
援
護
者
搬
送
訓
練

町町のの防災訓練防災訓練とと原子力原子力

▲

避
難
住
民
な
ど
へ
の
炊
き
出
し
訓
練

▲

住
民
避
難
訓
練

▲
町
災
害
対
策
本
部
会
議

▼
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
原
子
力
を
身

近
に
感
じ
る
河
野
地
区
は
、
災
害

情
報
を
聞
く
た
び
人
ご
と
と
は
思

え
ま
せ
ん
。
あ
わ
て
て
し
ま
い
、

災
害
初
期
に
何
を
ど
う
し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
、

常
日
頃
か
ら
の
準
備
、
周
囲
と
の

連
携
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
や
高
齢
者
の
こ
と
も
考
え
、

災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ

れ
て
い
る
と
よ
い
と
思
う
し
、
こ

れ
か
ら
も
年
に
一
度
は
防
災
訓
練

を
行
う
と
い
い
で
す
ね
。
実
際
、

災
害
に
合
っ
て
い
る
地
域
で
は
痛

感
し
て
い
る
こ
と
で
、
二
次
災
害

を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、

初
期
の
対
応
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。 

（
大
良
区
長
）

▼
災
害
に
対
す
る
知
識
を
も
っ
て

も
ら
お
う
と
自
警
消
防
隊
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
訓
練
の
チ
ラ
シ
を
作

成
、
班
長
さ
ん
を
通
じ
、
避
難
訓
練

の
流
れ
を
各
戸
に
周
知
し
ま
し
た
。

班
毎
に
一
次
避
難
場
所
を
決
め
、

二
次
避
難
所
の
公
民
館
へ
と
誘
導
、

公
民
館
で
は
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
や
簡

易
タ
ン
カ
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
も
悪
く
参
加
数
を
心

配
し
ま
し
た
が
、
約
百
名
が
訓
練

に
参
加
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練

が
も
し
も
の
時
に
生
か
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。 

（
鋳
物
師
区
長
）

▲防災資機材取扱い説明 ▲AED取扱訓練

▲

初
期
消
火
訓
練


